
 

  これから本格的な行楽シーズンを迎え、外出の計画も多いことと思います。

特に車に乗る機会も増えると思いますが、車に乗ったら、後部座席も含め 

全席でシートベルト（6歳未満はチャイルドシート）を必ず着用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

札幌市の交通安全 http://www.city.sapporo.jp/kotsuanzen/ 

 

 
二輪・自転車 

乗用中の交通事故防止 

 
全ての座席のシートベルト・ 

チャイルドシートの正しい着用

 
交差点の 

交通事故防止 

 
子どもと高齢者の 

 交通事故防止 

期間中、夏型交通事故防止のため主要路線・事故多発路線を中心に 

啓発活動を通じて交通安全を呼びかけます。交通事故は皆様一人一人の心がけで

確実に減らすことができます。皆様のご協力よろしくお願いいたします。 

シートベルト非着用者の致死率は着用者の 約    倍 

シートベルト非着用者の車外放出の割合は着用者の 約     倍

          （ともに自動車乗用中の交通事故死者中）
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「自転車押し歩きの社会実験」 

札幌駅前通（南 1条から 4条まで）で、「夏の交通安全市民総ぐるみ運動」の期間中、
札幌市は「自転車押し歩きの社会実験」を実施します。 
本市では、都心部の混雑する歩道上で「自転車押し歩き推奨地区」設定の可能性につい

て検証し、可能であれば平成 26年度までに地区を設定する計画を立てています。 
本実験では市民意識などのアンケート調査などを行うとともに、自転車利用者に対して

直接「押し歩き」を呼び掛けることで「歩道は歩行者優先」意識の街頭啓発も行います。
皆さん、街なかに限らず、歩道は常に「歩行者優先」です。交通ルールを守って楽しい

自転車ライフをお送りください。 
 

■社会実験期間：７月１０日(水)～７月１９日(金) 
 

を実施します！ 

(写真)昨年度の同実験の様子 

 

 

夏休みが始まり、学校以外での活動が多くなるこの時期は、子ども達の行動範囲もぐっと

広がります。実際に、例年この時期は、子どもを巻き込んだ交通事故が多く発生していま

す。悲惨な事故から子ども達を守るために、通園・通学路等、生活道路へ入ったときは、ス

ピードを落とし、道路の周囲にしっかりと目配りをしながら、子どもの早期発見に努めましょ

う。 

また、子どもは何かに興味を持つと、そのことに夢中になって周囲の状況が目に入らなく

なり、危険に気付きにくくなります。駐車車両があるときは、子どもが飛び出してくるかも知れ

ません。そのことを想定し、よく注意を払いながら走行しましょう。 

 

ボクを見て 

ください！!

 


